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広報ＰＲアカデミー2018 日 時 ： 7 月 12 日（木）、18 日（水）、24 日（火）、8 月 1 日（水） 

   1 次試験対応講座 いずれも 19：00～21：30 

会 場 ： 六本木グランドコンファレンスセンター 

広報ＰＲアカデミー2018 日 時 ： 7 月 20 日（金） 13：30～17：30 

「広報・ＰＲプラクティカル・トレーニング」 会 場 ： 六本木アカデミーヒルズ 

講 師 ： 白井邦芳氏 

テーマ ： 
「企業のブランド毀損を防ぐ危機管理対応ガイドラインと適切なプロセスロ

ードマップ～リスク・コミュニケーションの真髄を学ぶ～ 

ＰＲプランナー資格認定 日 時 ： 7 月 21 日（土） 12：25～16：00 

検定 3 次試験 会 場 ： 富士通ラーニングメディア品川ラーニングセンター（東京） 

富士通ラーニングメディア関西ラーニングセンター（大阪） 

ＰＲプランナー資格認定 日 時 ： 8 月 26 日（日）  10：20～12：00 

検定 1 次試験 会 場 ： TKP 渋谷カンファレンスセンター（東京） 

毎日インテシオ（大阪） 

ＡＰ名古屋（名古屋） 

北海道建設会館（札幌） 
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定例理事会 （7月度） 日 時 ： 7 月 13 日 (金) 16：00～18：00 

（9月度） 日 時 ： 9 月 13 日 (木) 16：00～18：00 

会 場 ： 一般財団法人 産業人材研修センター 霞会館 

教育委員会 （7月度） 日 時 ： 7 月 25 日 (水) 12：00～13：30 

会 場 ： (株)エイレックス 

資格委員会 （7月度） 日 時 ： 7 月 19 日 （木） 14：30～16：00 

会 場 ： 協会会議室 

国際・交流委員会 （7月度） 日 時 ： 7 月 23 日 （月） 16：00～17：30 

会 場 ： 協会会議室 

広報委員会 （7月度） 日 時 ： 7 月 19 日 （木） 16：00～17：30 

会 場 ： 協会会議室 

顕彰委員会 （7月度） 日 時 ： 7 月 23 日 （月） 10：30～12：00 

会 場 ： 協会会議室 

企業部会幹事会 （7月度） 日 時 ： 7 月 4 日 （水） 17：00～18：30 

会 場 ： 協会会議室 

ＰＲ業部会幹事会 （7月度） 日 時 ： 7 月 17 日 （火） 16：00～17：30 

会 場 ： 協会会議室 

ＰＲプランナー部会 （7月度） 日 時 ： 7 月 19 日 （水） 19：00～21：00 

幹事会 会 場 ： （株）電通パブリックリレーションズ 
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公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会 
     理事長  畔柳 一典 

理事長就任からまだ日も浅いですが、副理事長の皆さんや委員会、部会の方々、そして事務局の

メンバーにサポートをいただきながら、会員の皆様のご協力も得て、協会の運営を進めておりま

す。ありがとうございます。

 先般行われました新体制下での初めての理事会では、（１）2019 年度 4 月から導入予定の新会

員制度へのスムーズな移行準備（２）2020 年に当協会が設立 40 周年を迎えるにあたっての、周

年記念事業のプロジェクトを始動（３）協会の運営に関する制度の検証及び修正を検討（４）Ｐ

Ｒプランナー資格制度のさらなる進化・発展を目指す制度変更を検討（５）「ＰＲ活動ガイドライ

ン」の早期策定等を、当面の課題として取り組んでいくことを決定いたしました。

 特に新会員制度への移行については、協会会員の裾野の拡大を意図し、公益社団法人としての

役割をさらに遂行していくための重要な施策として位置付けております。また、2020 年の協会設

立 40 周年事業に関しては、会員の皆様にご意見をいただきながら、当協会事業の次の 10 年に資

する事業を、プロジェクトととして推進していきたいと思います。 

 ＰＲプランナー制度は昨年、記念すべき 10 周年を迎え、資格取得者の累計も 2,400 名超になっ

たことはご案内のとおりです。ここまでの発展に尽力された方々に心より感謝申し上げます。今

後はこのＰＲプランナー資格制度が時代の変革力に打ち勝って、そのプレゼンスと価値を維持・

向上できるように対応する必要があると考えております。 

 「ＰＲ活動ガイドライン」については協会内で検討を重ねておりますが、「パブリックリレーシ

ョンズ」が本来的に持つ公益性に鑑みても、なるべく早く策定すべきだと考えております。協会

会員の皆様のさらなるご協力をお願い申し上げます。 

 以上、新体制になった理事会の代表として考えを述べさせていただきました。公益社団法人と

しての当協会は、社会の発展に、また協会会員の皆さまの活動に、さらなる貢献を果たす活動を

していく所存でおります。協会の活動は、会員の皆さまのボランティア精神に多くを支えられて

おります。皆さまには引き続き、協会活動への積極的な参加とご支援を、よろしくお願い申し上

げます。 

理事長就任にあたって 
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副理事長・常務理事・理事・監事 ご挨拶 
副理事長 上岡 典彦（広報委員会委員／経営企画会議委員／ 

コンプライアンス会議委員）

副理事長として 2期目を務めさせていただくことになりました。 

畔柳新理事長のもと他の 3人の副理事長とともに、協会員皆様の意見を反映した

協会運営に務めます。 

組織が持続的な発展を遂げるには、常に自らの活動を再点検することが必要です。

経営会議、コンプライアンス会議メンバーとして、まずはガバナンス改革を推進

する責務を果たしてまいります。 

協会は 2020 年に設立 40 周年を迎えます。その節目を日本のパブリックリレーシ

ョンズが一層発展するための好機と捉え、広報に関する諸団体と協力して、広報・

PR に対する社会からの認知と期待を高めていく活動に尽力します。 

その一環として、ＰＲプランナー資格認定制度、ＰＲアワードグランプリをはじ

めとした顕彰事業など公益目的事業の推進と広報活動に注力し、併せて協会が今

後社会に対して果たすべき役割を再定義できればと考えております。 

協会員皆様の引き続きのご指導とご支援をよろしくお願い申し上げます。 

副理事長   江良 俊郎（教育委員会委員長／経営企画会議委員／ 

コンプライアンス会議議長）

この度の理事会で、引き続き副理事長および教育委員会委員長を、新たにコンプ

ライアンス担当理事を拝命いたしました。これもひとえに、会員の皆様のお力添

えの賜物と感謝いたします。引き続き、職責を果たすべく全力で取り組んでまい

ります。

今日、小さな組織から国家まで相互の理解や信頼関係、丁寧な合意形成の努力な

しには、何事もうまくいきません。ツーウェイコミュニケーションを基本とした

パブリックリレーションズとその担当者は、あらゆる組織で重要度を増しており

ます。教育委員会では、日本の広報に携わる人材確保と育成、さらに最新広報手

法の共有も重要なテーマで、教育・研修プログラムのより一層の充実で貢献して

まいりたいと考えております。

また、資格試験制度の魅力向上、さらに協会のコンプライアンス、ガバナンスの

充実にも取り組み、協会及び国内の広報業界のさらなる発展に貢献したいと考え

ております。会員企業の皆様方のご支援ご鞭撻をいただければ幸いです。

副理事長   大石 哲也（ＰＲ業部会部会長／経営企画会議委員／

コンプライアンス会議委員）

今年度、理事として 2期目、また継続して副理事長を務めさせて頂く㈱スパイス

コミニケーションズ 代表取締役 大石哲也です。

今年度も協会活動に温かいご支援を頂く事、会員の皆様にお願いする次第です。

明後年度 2020 年をもちまして、当協会も 40 周年を迎える運びとなりました。

思い起こせば、23 歳で就職した前ＰＲ会社で、国内自動車メーカーの担当となり、 

当時は、フリーパスで入れた新聞社のタバコの煙でモクモクとした記者デスク室

で「ＰＲ会社のリリースは受け取らない！」と鬼の様な顔の記者の方々に面を喰

らった私のＰＲマンスタートも今月で同じく 40 年を迎える事となりました。この

協会設立40周年事業をどの様なカタチで進めて行くのか？私にとっても大きな節

目として考え深い処です。

当協会の 50 周年の姿を夢想して、次世代のＰＲマン達にエールを送れる様な 40

周年事業を今年度理事会は背負っています。会員の皆様と共に 10 年後のパラダイ

ムシフトは無理にしても、うっすらと浮かぶ 5年後の＜広報・ＰＲのカタチ＞よ

り逆算して 40 周年事業を＜楽しく＞進めて行く事が出来れば幸いです。

今年度もご協力の程、宜しくお願い申し上げます。

●メッセージ
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副理事長 竹内 晃治（企業部会部会長／経営企画会議委員／ 

コンプライアンス会議委員）

この度、副理事長・企業部会長を仰せつかり、大変気の引き締まる思いでおりま

す。

一般企業側の広報代表として、微力ながら協会活動に邁進し、皆さまのご期待に

添うよう努力する決意です。

入社 3年後から広報に配属され、グループ会社で 20 年以上広報業務を携わってき

ました。また、この協会会員では珍しくスポーツ界の広報も長く経験しました。

華やかなスポーツ界ですが、広報対応により、今まで築き上げてきたものが一瞬

で崩れ落ちていくことを目の当りにしています。一般企業も同じことかと思いま

す。

そういう意味では、広報の位置づけが企業、団体から、より重要視される中、日

本パブリックリレーションズ協会の果たす役割は非常に大きいと感じています。

最後に、協会活動に多くの皆さまからご理解、ご協力を賜りますようお願い申し

あげます。

常務理事   福家 愼一 

2015 年に着任以来、早いもので 3 年が経過いたしました。会員の皆さまのご協力

の結果、協会の各事業は順調に推移していますが、協会設立 40 周年となる 2020

年に向けて微力を尽くさせていただく所存です。 

協会が直面している目下の課題は、「40 周年事業」の検討と「委員会・部会制度」

改革です。課題解決に際しては、それぞれに特別委員会を設置して、協会内を横

断的に選任された委員による建設的で幅広い議論を展開していただく予定です。 

「40 周年事業」は、ますます期待が高まっているＰＲ領域をアピールするための、

シンボル事業を企画・実施することはもとより、記念事業を通じて 2020 年以降の

パブリックリレーションズの在り様を展望したいと思います。

「委員会・部会制度」は、先般の通常総会でご承認いただいた会員制度の一部改

定に連動して、協会活動の主体である委員会・部会の活動に、会員の皆さまが参

加しやすい環境を整えることを目的に検討を進める予定です。新しい会員制度の

下で、法人と個人が両輪となって、活動をより活発なものとすることで、永続的

で強固な組織基盤づくりに注力したいと考えています。引き続きご理解とご助力

を賜りますよう、お願い申し上げます。

理  事   大里真理子（企業部会副部会長） 

企業部会を引き続き担当致します。

ビジネス界だけではなく、学校や研究所、官公庁、スポーツ団体、非営利団体に

も興味をもっていただけるよう、コンテンツを工夫し、会員増に尽くします。

既存会員には今あるサービスをもっと活用していただくべく、現状分析、ニーズ

に沿った企画、会員への個別アプローチの増大を図り、コミュニティとしての快

適さの増進を目指します。

是非、アイディアやご意見をお気軽にお寄せ下さい。 

●メッセージ



- 6 -

理  事    小早川 護 

前期に引き続き理事をお引き受けいたしました。先ず、当協会においての過去 2年

間の理事経験の中で、関係者の皆様の、ＰＲを育てる熱情と活動の成果に感銘を受

けています。

現在関係しています日本広報学会、北海道大学、社会情報大学院大学での広報関連

の大学院教育や研究、各種の組織のマネジメントの経験を生かせればと思います。

日本においてパブリックリレーションズの考えと行動が、経営者、ＰＲ実務家、さ

らには組織の構成員に浸透し、教育面も含めて豊かなＰＲ社会に向かうことを念頭

におきつつ、当協会で貢献できれば幸いです。 

理  事   境  信幸（資格委員会委員長） 

この度、ＰＲ協会理事に再選いただきました境信幸です。理事任期最終期になる今

期は、私の理事活動の総括の期としてより積極的に協会活動に取り組んで行く所存

でございます。担務としては、資格委員会の委員長を拝命させていただきました。

一人でも多くの優秀なＰＲプランナーを世に送り出しことで、ＰＲがメディアとの

リレーションに留まらず、事業や経営の重要なドライバーであることの認知拡大を

図りＰＲの地位向上を目指して参ります。

理  事    飾森 亜樹子（資格委員会副委員長） 

長年、広報という仕事を通じ、自社の経営・事業、業界や社会の大きな変革・進化

に関わることができました。このような幅広く奥の深い経験を得られる仕事は貴重

です。また企業の大切なステークホルダーである「社員」とのコミュニケーション

活性化、企業文化醸成も広報の重要なミッションです。今後は、ＳＤＧｓ、ＥＳＧ

投資、サステナブル経営が益々重視されるため、広報活動と成果が社会の隅々に行

き渡り、個人と組織が“社会”とのエンゲージメントを高め、「社会を良くする」

ことに繋がるよう、広報業界に貢献していきたいと思います。 

理  事   鈴木 勇夫（顕彰委員会副委員長） 

このたび、初めて理事に就任し、顕彰委員会の副委員長を担当させていただくこと

になりました。今後、皆様のご意見をお伺いしながら、「ＰＲアワードグランプリ」

をはじめとした顕彰事業のさらなる改善や向上とともに、ＰＲ協会の会員数の増加

と参加意識の向上、会員の皆様のスキル向上、社会や企業におけるＰＲへの理解促

進につながるよう、微力ではございますが努力してまいる所存です。何卒、よろし

くお願い申し上げます。

●メッセージ
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理  事    鈴木 孝徳（教育委員会副委員長） 

「パブリック・リレーションズ（ＰＲ）は、「倫理観」に支えられた、「双方向コミ 

ュニケーション」と「自己修正機能」をベースにした、マルチステークホルダーと

のリレーションシップ・マネジメントであると考えています。SNS などの普及でグ

ローバル化が新たな局面に入った今こそ、日本社会にＰＲが不可欠です。ＰＲに関

わる方々が夢をもって活き活きと働く、今まで以上に魅力あふれるＰＲ業界を実現

するために協会活動に取り組んでまいります。」

理  事   田畑 好崇（ＰＲプランナー部会部副部会長） 

ＰＲプランナー部会では、ＰＲプランナー資格認定制度創設 10 周年の節目に、「Ｐ

Ｒプランナー宣言」を策定、発表しました。今年度は、「ＰＲプランナー宣言」の

実行フェーズと位置づけ、引き続きＰＲプランナーの交流、研鑽活動を積極的に行

い、ＰＲプランナー資格取得者の拡大と組織化を目指します。また、会員制度改革

の趣旨である、ＰＲプランナーを中心とした個人会員を基盤とする協会活動の拡

大、発展に取り組んでまいります。

理  事   多羅尾智子（広報委員会委員長） 

会員の皆さま、協会を利用されていますか。 

定例研を始めとした各種セミナーや委員会、部会に参加されていますか。 

「受講」するだけでなく、積極的に質問をしたり、講師との名刺交換、隣に座った

知らない人との交流をされていますか。 

委員会や部会で、今自分の課題になっている案件のヒントを得たり、これからのキ 

ャリア形成に役立つだろう誰かに出会ったりしてますか。 

皆さまがご自分のために協会を使い尽くしてくださるよう、言うなれば会費以上の

ベネフィットを得られるよう協会内の情報の流通を加速させること。これが今年の

広報委員会のミッションです。 

理  事   殿村 美樹（関西部会副部会長） 

前期に引き続き、関西部会の理事を務めさせていただきます。最近、関西は大きく

変わりました。一番の変化は、インバウンドに限らず仕事や生活の場でも、日常的

に外国人と接するようになったことでしょう。それに加えてＩＲ誘致や 2025 年の

万博誘致も現実味を帯びてきました。地域の国際化はパブリックリレーションズの

理解にもつながります。まずはこの気運を盛り上げながら、関西におけるＰＲ業界

の発展を目指します。どうぞよろしくお願いします。

●メッセージ
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 理  事   冨岡 洋子（顕彰委員会委員長） 
 

この度 3 期目の理事に就任し、引き続き顕彰委員会を担当させていただくことに

なりました。 

「プロがプロを審査する」新たな仕組みに大きく舵を切った「ＰＲアワードグラ

ンプリ」も、改革後 3年目を迎え、定着化とともに、着実に応募者層が広がって

いる手ごたえを感じています。「パーソン・オブ・ザ・イヤー」「シチズン・オ

ブ・ザ・イヤー」とともに、一層社会に貢献する顕彰事業を目指し、更なる改善・

改革に取り組んでまいりますので、皆様のご支援のほど、なにとぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

 理  事   西島 憲治（関西部会部会長） 
 

このたびPRSJの理事、および関西部会部会長に就任いたしました西島と申します。

理事、および関西部会長とも 2期目となりますが、まだまだ未熟者でございます

ので、是非とも会員の皆様のご指導、ご鞭撻をいただきますよう、お願い申し上

げます。微力ではございますが、皆様のお力を拝借して関西発信のＰＲに努めて

まいりたいと思っております。 

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 理  事   吉冨 太郎（ＰＲプランナー部会部会長／広報委員会副委員長） 

 

わたくしはこのたび理事として再任いただき、2期目を迎えました。2期目の理事

として、また、「ＰＲプランナー部会」部会長／広報委員会副委員長としてのわた

くしの使命は、今年 3月に開催した「ＰＲプランナー資格制度創設 10 周年記念特

別シンポジウム」にて行った「ＰＲプランナー宣言」の内容を、広く世間に知っ

ていただくことにあります。「社会をつなげ、未来を動かす」役割を担ったＰＲプ

ランナーたちを協会理事として全力で支援していきます。 

 理  事   脇山 亜希子（国際・交流委員会委員長） 

 

PR や広報を司る部門の役割と活動領域が年々広がる中、PRSJ もまた、新たな進化

の狭間にあると言えます。協会設立 40 周年という大きな節目を目前に、改めて責

任の大きさを感じ、身の引き締まる思いですが、グローバル化推進および交流委

員会の取組をしっかりと内外に発信するため、これまで以上に力を尽くす所存で

ございます。会員の皆様におかれましては、今後とも当協会の活動にご支援とご

協力を賜りたくよろしくお願い申し上げます。 

 ●メッセージ 
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 監  事   岩渕 昭子 
 

新監事としてご承認いただきました、東京経営短期大学教授の岩渕昭子と申しま

す。専門は管理会計ですが、コーポレート・レピュテーション（企業の評判）に

ついて主に研究しています。また、会計に関連する人材の育成にも注力していま

す。監事としての職務を全うするだけでなく、 歴代 4人の理事長の元で監事をお

引き受けしてきた経験を活かし て、本協会に少しでも貢献していきたいと考えて

おります。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 監  事   金野 祥治（顕彰委員会副委員長） 
 

この度、監事に就任し、引き続き、顕彰委員会も担当することになりました。前

理事会では副理事長として協会のガバナンス強化と制度改革に取り組んでまいり

ましたが、今後は監事として、会計監査のみならず、協会全体の業務執行につい

ても見守っていきたいと思います。情報技術の進展により、ＰＲの手法や私たち

と社会との関係性は劇的に変化をしておりますが、「ＰＲの社会的認知を高め、質

的向上を図り、広く社会に寄与する」という当協会の基本精神は変わりません。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
 

 

 監   事   山田 悦朗 
 

富士通パブリックリレーションズ本部長時代の 2010 年から協会とかかわりを持

ち、教育委員会、IT 委員会などを経て 2012 年から 4年、副理事長企業部会長を勤

めさせていただきました。直近では会員種別検討特別委員会にも参加いたしまし

た。今回は監事を仰せつかり、今までの経験を生かしながら、理事のみなさまと

共に協会活動の一層の発展に貢献したいと考えておりますので、よろしくお願い

申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●メッセージ 
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会員のみなさまには平素より、協会活動に多大なご理解、ご支援をいただき、感謝申し上げま

す。ＰＲＳＪでは、急速なメディア環境、社会環境の変化の中、時代のニーズに適した会員・会

費制度改正を行い 2019 年 4 月から施行いたします。つきましては、皆様に新し い会員制度をよ

り理解していただくためにも、今月号協会ニュースから会員制度のご案内とともにＰＲ業、企業

においての協会活用術やＰＲプランナー部会の活動について紹介していきます。             

 

■会員種別検討特別委員会リレーエッセイ 

今月から会員種別検討特別委員会委員の皆様に新しい会員制度についてリレーエッセイ形式で

ご寄稿いただきます。 

 

第１回 新しい会員制度について 

会員種別検討特別委員会委員長  

金野 祥治 

 

本年５月に開催された通常総会において、新たな会員制度が承認されました。ご理解、ご承認

をいただいた会員の皆さまに厚く御礼を申しあげます。 

今回の会員制度改革では、ＰＲプランナー資格取得者をはじめとするＰＲパーソンが、個人と

しても協会活動に参加できるよう、入会しやすい制度設計をめざしました。 

新たな会員制度は来年４月から運用開始となりますが、その目的は、(1)時代に即した会員制度

の制定、(2)個人会員への門戸開放、(3)協会組織の強化と事業活性化、(4)シンプルかつ判りやす

い会員制度、この４点です。これを踏まえ、正会員、個人会員、准会員という３つの会員種別を

基本とした判りやすい会員制度としています。 

協会活動を活性化していくためには、法人だけでなく個人でも気軽に協会活動に参加できる環

境を整えていかなければなりません。今後は、法人と個人の両輪による協会運営を基本とするこ

とで、事業活動の活性化と組織基盤の強化を図っていきたいと思います。 

一方で、制度だけを改めても協会活動が活性化する訳ではありません。今回の制度改革では協

会活動における個人の参画を強く促しています。特に、ＰＲプランナー資格は取ったものの協会

との接点が少ない方々や異動等でＰＲ業務との接点が無くなったけれども今後もスキルの維持や

ブラッシュアップをしたい方々、地方にいるため協会活動との接点が余り無い方々等、個人に対

する幅広い受け皿を協会として用意することで、協会活動の活性化と組織強化を図っていく必要

があります。 

法人と個人、ＰＲ業と一般企業、ベテランと新人等、多くの関係者が有機的に結びつくことで

新たな価値が生まれます。 

先ずは皆さまに新たな会員制度に対する理解を深めていただき、並行して、個人の参画を念頭に

置いた協会活動のあり方についても議論を交わしていきたいと思います。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 ●お知らせ 

 

2019 年 4 月から会員制度が変わります 
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■現在の会員数と内訳 

PRSJ 会員数は 2018 年 6月現在、520名・法人賛助会員１社となっており内訳は下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のグラフの通り、現在は法人関連の会員が大多数を占める個人正会員Ａを含めると、法人

関連会員が全体会員の約 4分の 3を占めます。法人正会員もおかげさまでここ数年は漸増では

ありますが、増加傾向にあります。 

一方で、会員種別が９種類にのぼり、入会希望の方にとってわかりにくかったり、個人で入会

を希望される方にとっては、金額や条件などの制限があり、入会が難しいなどの問題がありま

した。 

 ●お知らせ 

 

法人関連会員 

全体の 73.5％ 
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■会員制度見直しの背景 

・環境変化への対応 メディア環境、社会環境が大きく変化 

・会員プロフィール、会員ニーズの多様化 

→現在の会員制度（9会員種別）が時代の要請に応えているかなどの観点から、現会員制度の

妥当性を改めて見直すための検討作業に取り組んだ。 

→企業、ＰＲ業、ＰＲプランナーの各部会の協力を得て協会横断的にメンバーを選出、特別

委員会を編成。9回にわたる委員会開催で慎重に検討を行った。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新会員制度 

 

正会員 当協会の趣旨に賛同する法人または個人 

個人会員 
当協会の趣旨に賛同し、広報・PR 及びその関連領域の業務経験もしくは関心を

有する個人、または広報・PR 分野における学識者、メディア関係者および OB 

准会員 当協会の趣旨に賛同する個人 

 

※新・会員制度への移行に伴う留意点 

既存会員にとって不利益変更とならないことを最優先。 

既存会員にとっては、現行のまま、あるいは有利な条件での移行とする。 

 

 

■会委員制度Ｑ＆Ａ 

Q1：会員種別の見直しについて、その理由や背景は？ 

 

A：公益法人として、より開かれた透明性の高い団体を目指すための見直しです。 

会員は法人と個人に大別されますが、現行の種別が必ずしも会員実態を反映していなかった

こと、加えて個人資格での会員種別が会費などの面から入会のハードルが高かったことなど

が現行会員制度の課題として挙げられます。 

今回の会員制度改訂による課題解決が、会員のすそ野拡大に直結すると考えており、ＰＲを

取り巻く環境変化に柔軟に対応することで、次代を見据えた制度となるように設計していま

す。今後も制度の見直しには不断に取り組んでいきます。 

 

 

 

個人会員への門戸開放、組織強化と事業活性化、 

シンプルで判りやすい会員制度、今後の協会発展に向けて

時代に即した会員制度へ改める。 

 ●お知らせ 
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Q2：個人会員に門戸を広げることを目的の一つとしているが、実際に個人会員は増加傾向にあ

るのか？ 

 

A：現状は個人会員が増加しているとは言い難い状況です。個人が入会を検討した時に入会しや

すい種別が用意されていないことから、断念している個人も多いのではないかと思われます。

小規模のＰＲ事業者やフリーランスの増加などＰＲパーソンは多様化しており、地方在住の

個人の方や、企業内異動で広報を離れている方など潜在需要はあるとみています。 

■今後の協会ニュースにおける会員制度変更のご案内スケジュール（予定） 

9 月号はＰＲ業の協会活用術 

10 月号は企業広報セクションにとっての協会活用術 

11 月号はＰＲプランナー特集 

12 月号は会員制度変更のお手続きに関して 

 ●お知らせ 
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第 23 回となるＰＲプランナー資格認定検定試験 1次試験（実施：2018 年 8 月 26 日(日)を、

東京、大阪、名古屋、札幌の４会場にて実施します。 

日本ＰＲ協会が認定する「ＰＲプランナー資格認定制度」は、広報・ＰＲの業務に求められる

専門的な知識やスキル、職能意識等を検定し資格として認定する、公益法人としてわが国唯一の

資格制度です。 

受験申込期間は、7月 27 日（金）までとなっておりますので、皆様のまわりにＰＲプランナー

資格の取得を目指される方がいらっしゃいましたら、本試験についてご紹介ならびにご推奨を賜

れば幸いに存じます。 

＜ＰＲプランナー資格認定制度／検定制度 1 次試験 実施概要＞ 

試 験 日 2018 年 8 月 26 日（日） 

試験は東京、大阪、名古屋、札幌会場ともに 8月 26 日（日）午前中に同

時実施・終了する予定です。 

受 験 申 込 期 間 2018 年 6 月 1 日（金）～2018 年 7 月 27 日（金） 

受 験 申 込 方 法 受験申込から合否通知までの手順は次の通りとなります。 

※受験申込は完全にペーパーレス化となり、当協会 Web サイトの「ＰＲ

プランナー資格制度」の Web から申込となります。 

＜受験申込手順＞ 

 ①受験種別と受験料をご確認ください 

 ②受験料をお振込みください 

 ③画像データをご用意ください 

 ④ＰＲプランナー資格制度 Web サイトにアクセスします 

 ⑤受験申込フォームに入力 

入力内容：氏名、受験種別、試験会場、受験票・合否発送先住所、

生年月日、メールアドレス、受験料の振込日と振込人名、等 

アップロード内容：受験者ご本人の写真データ 

 ⑤入力確認画面を経て、受験申込完了 

受 験 票 送 付 2018 年 8 月 10 日（金）発送 

合 否 通 知 送 付 2018 年 9 月 7 日（金）発送 

・受験申込書にご記入いただいたご住所に、合否通知を発送いたします。 

・合格された方には、2 次試験ならびにＰＲプランナー補認定申請のご

案内を、メールでも 9月 10 日（月）にお送りします。 

＜1 次試験 試験時間＞ 

0 9 時 3 0 分 各試験会場に入館できます 

1 0 時 2 0 分 指定の教室・座席にご着席ください 

1 0 時 2 5 分 注意事項伝達・試験問題配布 

1 0 時 4 0 分 試験開始 

1 2 時 0 0 分 試験終了 

第 23 回 ＰＲプランナー資格認定検定試験 1 次試験 

お申込は 7 月 28 日（金）まで！ 

資  格  委  員  会 

再 掲 
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＜試験会場について＞ 

東京会場 

TKP 渋谷カンファレンスセンター 

（東京都渋谷区渋谷 2-17-3） 

大阪会場 

毎日インテシオ 

大阪市北区梅田 3-4-5 

・ＪＲ「渋谷駅」 徒歩約 6分 ・ＪＲ大阪駅から西梅田地下歩行者道を通り、

徒歩約 15 分 

名古屋会場 

ＡＰ名古屋 

（名古屋市中村区名駅 4-10-25） 

札幌会場 

北海道建設会館 

（札幌市中央区北 4条西 3-1） 

・「名古屋駅」徒歩約 5分 ・地下鉄さっぽろ駅 12 番出口（西武）13 番出

口（東急）徒歩 3分 

 

※資格検定試験の詳細は、下記ＵＲＬのＰＲプランナー資格 Web サイトをご覧ください。 

http://pr-shikaku.prsj.or.jp/ 

 ●お知らせ 
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6 月 13 日（水）、リストランテ・ベニーレベニーレにて「2018 年度 第 1回 なでしこカウンシ

ル」が開催され、32 名の広報・ＰＲウーマンたちが参加しました。 

今回は講師にヒラタワークス株式会社／株式会社サニーサイドアップキャリア 代表取締役 

平田静子氏をお招きし、「『人生を楽しむ仕事術』～いつも目の前のことだけやってきた～」を  

テーマにお話していただきました。 

 

 

 

公益社団法人日本パブリックリレーションズ協会（PRSJ）では、ＰＲ業に携わる方の広報ＰＲ

業務ならびにコミュニケーション領域のスキル向上を目的とし、「ＰＲスキル研究会」を年に 3～

4 回程度開催。無料（要予約）にて参加できるうえ、研修・意見交換の場としても活用できると

毎回好評を博しています。第 42 回 「ＰＲスキル研究会」は、“WEB 動画を活用したＰＲのポイン

ト ～ユーザー視点に寄りそったコンテンツ制作～”をテーマに、ミレニアル世代向けの動画メデ

ィア“McGuffin(マクガフィン)”のプロデューサー 大尾 一成氏を講師にお迎えし、株式会社オ

ズマピーアール（東京都千代田区紀尾井町 3-23）にて 2018 年 6 月 26 日（火）に開催されました。

参加者は 47 名でした。 

 

 

 

 

 
 

2018 年度 第１回「なでしこカウンシル」開催報告 

「人生を楽しむ仕事術」  

～いつも目の前のことだけやってきた～  
国 際・交 流 員 会 

第 42 回ＰＲスキル研究会 

ＷＥＢ動画を活用したＰＲのポイント 

～ユーザー視点に寄りそったコンテンツ制作～  

  Ｐ Ｒ 業 部 会 

会 員 限 定 
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第 192 回定例研究会（6 月度）は、6 月 7 日（木）12：00 から、ＡＰ東京八重洲通りで開催し

ました。講師はＮＨＫ報道局社会番組部チーフプロデューサー高木 徹氏。テーマは「国際世論づ

くりの手法はどう変化してきたか～戦争広告代理店著者に訊く、その後の国際情報戦～」。当日の

参加者は 73 名でした。 

 

 

第１９２回定例研究会 

 国際世論づくりの手法はどう変化してきたか 

  ～戦争広告代理店著者に訊く、その後の国際情報戦～ 

                講師：ＮＨＫ報道局 社会番組部 

チーフ・プロデューサー  高木 徹氏 

会 員 限 定 
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広報は「顏」が命！ 

 
キリンビバレッジ株式会社 関信越地区本部 

高井 美奈 

はじめまして！ 

突然ですが、「広報」って一言でなんとご説明されていますか？ 

 

私が広報の仕事に就いたきっかけは、関係会社への出向でした。その当時は「広報」という仕

事が注目され始めた頃で、企業の広報担当者がメディアで取り上げられる時代でした。 

 出向先の企業は、広告予算も無く、ＰＲ活動もほとんどされておらず、過去の栄光を頼りに商

品を販売している、といった状態でした。そんな中、広報担当を命じられ業務に就きましたが、

「広報＝広告」というイメージを持たれている従業員は多く、社外広報活動そのものが広告掲載

活動と誤解され、広報活動は会社の利益を圧迫する業務と思われていました。 

私自身も広報業務は初めてだったこともあり、また社内の風当たりも強かったので、まず何を

やったら良いかわからずもがいていました。社内には広報の意義を教えてくれる方がいなかった

ので、「広報を勉強しよう！」と思いＰＲ会社が主催する研修に参加したり、他の企業の広報担当

の方にお話を伺ったりと、「広報」そのものを知ることからはじめました。次に取りかかったのが、

社内に「広報」の仕事そのものを理解してもらうこと。ここが一番大変でした。言葉で説明する

のは簡単ですが、具体的にどういう活動があって、どういう成果が得られるのかを実践しなけれ

ばなりません。社内に広報担当は一人しかいなかったので、ＰＲ会社のお力も借りながら、広報

活動を充実させていきました。業務量は膨らみましたが、目に見える形で媒体での掲載数も増え

ていきました。掲載数が増えるごとに「広告費が増えている」と勘違いする従業員もいたので、

月々のかかった費用と掲載数のレビューを毎月行いました。事あるごとに「広報」の仕事と役割

を語り続け、実践し、ようやく「広報は企業にとって大事な業務！」とわかってもらえるように

なりました。3年はかかりましたが…。 

 この間に、「周囲に認められる広報担当になろう！」と思い、ＰＲプランナー資格を取得しまし

た。広報を学んでいく過程で「広報は企業の窓口」であり、「広報は会社の顔である」事を教えて

いただきました。タイトルの＜広報は「顔」が命！＞というのは、出向先での広報業務をしてい

る時の私の方針でした。辛いとき、苦しいとき、この言葉を掲げて乗り越えてきました。広報を

離れて営業担当をしている時も、「広報」を「営業」に置き換えてスローガンにしている時もあり

ましたが…。 

 現在は、直接広報業務はしておりませんが、「広報の仕事をやってみたい！」という人が増える

ことを願って、広報担当者の育成にあたっています。 

 さて、冒頭の「広報」の説明ですが…。 

私は、「字の如く、「広く報せる」ことだよ。」といつも話しています。
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＜コラム関西の風＞ 
 

２０２５年の万博をぜひ大阪・関西で 

 

大阪ガス株式会社 

広報部長 堀内 佐智夫 

 

 

日本が大阪への誘致を目指している 2025 年国際博覧会の開催地が、

11 月に開かれる国際機関「博覧会国際事務局」（ＢＩＥ）の総会で決

定されます。ＢＩＥに加盟する約 170 か国の投票で決まるため、日本

と同じく立候補したロシア（エカテリンブルク）、アゼルバイジャン

（バクー）との誘致合戦も過熱しています。大阪のべエリアにある人

工島・夢洲（ゆめしま）をメイン会場とした 25 年大阪万博のテーマ

は「いのち輝く未来社会のデザイン」。何としても誘致合戦を勝ち抜

き、再び大阪・関西の地で万博を開催したいと地元では大いに盛り上

げを図っています。 

 

  

 

日本で初めて万博が開催されたのは 1970 年の大阪・千里丘陵でした。「人類の進歩と調和」を

テーマに世界の 77 か国が参加、3 月から 9 月の 183 日間で入場者は約 6422 万人。月の石やテレ

ビ電話、人間洗濯機など、高度成長期で工業化が急速に進む右肩上がりの時代を反映し、科学技

術の粋が展示されました。 

日本ガス協会も「笑いの世界」をテーマにした「ガスパビリオン」を出展。床面、両壁面、昇

降幕の 4 面スクリーンで笑いに満ちた楽しい映像を提供するとともに、スペイン出身の画家、ジ

ョアン・ミロによって製作された、高さ 5ｍ、横 12ｍの巨大な陶板壁画「無垢の笑い」も呼びも

のとなりました。また万博に合わせて、隣接の千里ニュータウンで、日本で初めて「地域冷暖房

システム」を導入するなど、まさに日本が誇る技術を世界に披露した万博でもありました。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いたるところ万博誘致の幟やポスターが 

日本ガス協会が出展した「ガスパビリオン」 
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今回の会場となるのは、夢洲の約 155 ㌶。70 年大阪万博を象徴する「太陽の塔」のようなシン

ボルは設けず、来場者が交流したり、体験イベントを実施したりできる巨大な広場「空（くう）」

を５か所に設置します。屋根はあえて上空を見通せるような穴を開けることにし、日本らしい「禅」

の精神を味わえるようにする工夫も凝らしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催期間は、ＧＷ中の 5月 3日から 11 月 3 日までの 185 日間。来場者は海外からの約 350 万人

を含む約 2800 万人と想定しています。仮想現実（ＶＲ）や拡張現実（ＡＲ）などを駆使し、遠隔

地からインターネット上で会場の様子を仮想体験できる「バーチャル来場者」も、最大 80 億人と

見込んでいます。70 年万博のような高度成長期でない、これからの時代に相応しいレガシー（遺

産）づくりが期待されています。 

誘致合戦はこれからが正念場です。誘致委員会の会員数は今年 7月 5日現在で約 64 万人、署名

等による賛同者数を合わせると約 124 万人に達していますが、まだまだ盛り上げていく必要があ

ります。大阪万博誘致のアンバサダー（大使）には、タレントのダウンダウンさんや歌舞伎役者

の片岡愛之助さんらを任命。また特使としてサッカーの本田圭佑選手やノーベル賞を受賞した京

都大ｉＰＳ細胞研究所の山中伸弥教授なども万博誘致をＰＲされていますが、著名人だけでない、

一般人も含めた発信力の底上げが何としても必要です。 

ぜひ皆さんも大阪万博誘致にご賛同いただき、機運醸成にご協力賜りますよう、何とぞよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

万博会場内に設けられる大広場「空（くう）」  出典：ビッドドシエ（立候補申請文書）［経済産業省作成］ 

 ●ＰＲトレンド（関西） 
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● 7 月 1 日（金）  『月刊広報会議』7 月号 

『月刊広報会議』7 月号において、今年 4 月に開講した「広報・ＰＲスタートアップ講座」の

概要について記事掲載されました。 

本記事では、講座の対象や講師陣、3 日間にわたるプログラムの内容をはじめ、特に今回、国

連が提唱し日本も積極的に取り組んでいるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）、全国紙・経済部長に

よる一般紙の特性やメディア対応の基本を解説するプログラムが新たに取り入れられたことが紹

介されました。また、本講座には 80 名余の新任広報・ＰＲ担当者が参加しており、和やかに交流

を深めながら終了したことなどが報じられています。 

 

             （事務局・真部） 

 

[記事協力  株式会社内外切抜通信社] 

 ●協会掲載記事 

ＰＲＳＪ ｉｎ Ｍｅｄｉａ 

編集担当から 
会員のみなさんの情報をお寄せください！！ 

本誌では会員の動向・消息や、会員から会員へのお知らせなどを積極的に掲載いたします。 
ビジネスに直結する情報に限らず、会員交流に関するものでも結構ですので是非ご一報くだ
さい。 
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来る 10 月 27 日（土）、28 日（日）東京都市大学等々力キャンパスを会場に、日本広報学会第 24 回研

究発表全国大会が開催されますので、ご案内いたします。 

 

さて、24 回目を迎えた研究発表全国大会は、10 月 27 日（土）、28 日（日）の日程で、東京・世田谷区の

東京都市大学等々力キャンパスにて開催いたします。 

統一論題は「未来都市とコミュニケーション ―地域の調和を実現する企業・行政・市民・メディアの役

割―」です。 

企業、自治体、教育機関、NGO/NPO など、それぞれの組織体（コーポレート）を円滑に運営するため

のコミュニケーション戦略はいかにあるべきか。各分野の碩学の皆様方、教育・研究機関に属する若手研

究者、企業や自治体等専門組織に在籍する実務家・専門職の皆様などに奮ってご参加・ご発表をいた

だきたいと存じます。 

 

【日本広報学会 HP】 

 

http://jsccs.jp/ 

 

 

【プログラムの詳細、参加申込方法、参加申込書などは以下の URL をご参照ください。】 

 

http://jsccs.jp/upload/24th_kenkyuhappyou_requirements01.docx 

 

 

 

  ●掲示板 

■日本広報学会  

第 24 回研究発表全国大会 開催のご案内 
 

 

 

主催：日本広報学会 

開催校：東京都市大学 

協力：経済広報センター、日本パブリックリレーションズ協会 

                    公共コミュニケーション学会、地域活性学会 



   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編集担当より
 

 
本誌の内容に関するご意見・ご希望をお寄せください。 
中身の濃い会員誌に育てていきたいと思いますので、 
よろしくお願い致します。 

 

広報委員会  
 Ｅメール  mail@prsj.or.jp 

ＦＡＸ      03－5413-2147 

 
※ 禁転載 


